
令和6 年 3 月 25 日

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

事業所名 ＮＰＯ法人南高梅の会 事業所番号 3012125054

住　所 和歌山県日高郡みなべ町芝222－1 管理者名 松田　亜希子

電話番号 0739－84－2020 対象年度 令和6年

地域連携活動の概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動場所：高田果園 活動の様子の写真

実施日程：令和6年2月28日　（試作作り） 成果物の写真

　　　　　令和6年3月1日  　（試作作り）

　　　　　令和6年3月21日　（試食会）

実施した生産活動： 活動内容の追加コメント

有機うめジャムの商品開発と販売に向けて

＜目的＞

事業所で栽培した有機梅での新商品の開発

新商品での販売を行うことで収益を増やす

＜成果＞

色んなパターンで試作・検討を行った結果

ジャムを作る工程のルールが出来たことで

安定した商品作りが出来る

商品化につながった

連携先の企業等の意見または評価

現在、有機うめジャムの原料として、両企業で栽培した有機うめを冷凍保存し、年中生梅の原料が使用できる状態に
なっている。
この環境だと安定した品質のうめジャムを年中製造することができる。
さらに、自社独自の他にはないオリジナルレシピを検証し、製造工程を見直しながら最適な製品づくりを追究されてい
る。

連携先企業名 有限会社　紀州高田果園 担当者名 川畑慶子



2024 年 8 月 29 日

就労継続支援Ａ型事業所における利用者の知識・能力向上に係る実施状況報告書

事業所名 南高梅の会 事業所番号 3012125054

住　所 和歌山県日高郡みなべ町芝222－1 管理者名 松田　亜希子

電話番号 0739－84－2020 対象年度 Ｒ6年度

利用者の知識・能力向上に係る実施概要

＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

日時：Ｒ6年8月29日

参加者：19名　職員5名　利用者14名

研修テーマ：5Ｓ活動の定義と狙い

＜目的＞

安全性の向上だけではなく、

品質向上・稼働率向上・納期達成・モラル向上につながる

＜成果＞

グループワークを取り入れて議題について、

グループで話し合い、また人の意見を大事にできた。

研修後確認テストを行うことで、より理解することが出来た

連携先の企業や事業所等の意見または評価

〇メンバー達の5Sに対しての認識度は連携により通常からの行ってはいるものの、個々の認識度の違いが

未だ大きな差があることが解った、

また企業側にも更に認識度高める必要があり指導すると共に理解も深める必要がある

〇今後も全ての関係者が「5S」とともに「食品・労務安全」と合わせて意識向上を図ることで相乗効果での

向上を図ることで総合的に構築していくことにします

連携先企業（担当者） 有限会社紀州高田果園　　高田智史

利用者からの意見・評価
・整理整頓をしなさいと言われるけど大事なのが分かりました。
・5Ｓをやったら早く仕事をスムーズにやりやすい。
・個人的ですけど普段あまり考えていなかった。
・ある程度勉強になった
・今まで当たり前に理解していると思っていたことが今日の研修で改めて理解し直したことだったり、間違えて理解して
いたことに気付けた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


